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専
修
大
学
と
栃
木
県
は
、

地
元
へ
の
Ｕ
タ
ー
ン
と
、
出

身
地
以
外
の
地
方
に
就
職
す

る
Ｉ
タ
ー
ン
の
推
進
を
図
る

た
め
、
11
月
18
日
、
Ｕ
Ｉ
タ

ー
ン
就
職
促
進
に
関
す
る
協

定
を
締
結
し
た
。
本
学
が
地

方
自
治
体
と
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
協

定
を
結
ぶ
の
は
初
め
て
。
今

後
、
ほ
か
の
道
府
県
と
の
締

結
を
進
め
て
い
く
。

　
地
元
へ
の
Ｕ
タ
ー
ン
就
職

を
希
望
す
る
学
生
は
多
い

が
、
情
報
を
入
手
し
に
く
い

こ
と
が
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
い

る
。
協
定
に
よ
っ
て
、
本
学

で
は
栃
木
県
内
の
企
業
情
報

を
希
望
者
に
提
供
し
た
り
、

学
内
企
業
説
明
会
で
ピ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
た
り
す
る
な
ど
、

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
希
望
の
学
生
を

支
援
し
て
い
く
。

　
同
県
に
よ
る
と
、
県
内
の

大
学
進
学
者
の
う
ち
半
数
が

首
都
圏
の
大
学
に
進
む
が
、

Ｕ
タ
ー
ン
就
職
は
３
割
に
と

ど
ま
る
。
さ
ら
に
大
手
企
業

の
採
用
増
加
傾
向
や
採
用
時

期
見
直
し
な
ど
で
、
県
内
中

小
企
業
は
人
材
確
保
に
苦
労

し
て
い
る
。
同
県
で
は
こ
れ

ま
で
も
出
身
者
が
多
い
首
都

圏
の
大
学
と
協
定
を
結
ん
で

き
た
。
本
学
と
の
提
携
に
つ

い
て
同
県
労
働
政
策
課
は

「
情
報
を
こ
ま
め
に
伝
え
る

こ
と
で
、
栃
木
県
の
企
業
に

目
を
向
け
て
ほ
し
い
。
多
く

の
選
択
肢
の
中
か
ら
自
分
に

あ
っ
た
企
業
を
見
つ
け
て
も

ら
え
る
よ
う
、
協
力
し
て
い

き
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

　
専
修
大
学
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
川
崎
が
初
め
て
共
同
で
開

催
し
た
「
か
わ
さ
き
新
規
大

卒
者
等
合
同
企
業
説
明
会
in

専
修
大
学
」
が
11
月
27
日
、

サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
で

開
催
さ
れ
た

写
真

。
来

春
卒
業
見
込
み
の
大
学
生
と

既
卒
者
が
対
象
で
、
専
大
生

を
含
め
関
東
一
円
か
ら
約
１

０
０
人
が
参
加
、
熱
心
に
説

明
に
聞
き
入
っ
た
。

　
説
明
会
に
は
事
務
系
職
種

を
求
人
す
る
東
京
、
神
奈
川

の
企
業
20
社
が
参
加
。
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
川
崎
に
よ
る
と
、

こ
こ
数
年
、
男
女
問
わ
ず
、

総
合
職
・
事
務
職
を
希
望
す

る
学
生
が
増
え
て
い
る
と
い

う
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
企
業

間
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
で
き

て
お
り
、
地
元
の
優
良
企
業

を
探
し
や
す
い
こ
と
か
ら
、

今
回
初
め
て
合
同
で
、
事
務

系
職
種
に
的
を
絞
っ
た
説
明

会
を
開
催
し
た
。

　
本
学
の
男
子
学
生
（
商

４
）
は
「
希
望
す
る
職
種
に

特
化
し
た
説
明
会
で
、
地
域

に
根
差
し
た
企
業
か
ら
貴
重

な
お
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き

た
。
い
く
つ
か
の
企
業
を
受

け
る
つ
も
り
で
す
」
と
語
っ

た
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
川
崎
と

の
説
明
会
は
今
後
も
開
催
す

る
。

　
２
月
３
日
に
は
来
春
卒
業

予
定
者
ら
を
対
象
と
し
た

「
川
崎
市
新
規
大
卒
者
等
合

同
企
業
就
職
説
明
会
」（
専

修
大
学
・
川
崎
市
主
催
）
を

サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
で

実
施
。
詳
細
は
専
修
大
学
ポ

ー
タ
ル
や
就
職
支
援
シ
ス
テ

ム
Ｓ-

ｎ
ｅ
ｔ
で
確
認
で
き

る
。

　
２
０
１
７
年
卒
の
採
用
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
変
更
さ
れ
ま

し
た
。
経
団
連
は
、
３
年
次

生
の
採
用
選
考
の
解
禁
時
期

を
２
カ
月
前
倒
し
の
６
月
に

す
る
方
針
を
発
表
し
ま
し

た
。
３
年
次
生
に
向
け
た
企

業
の
採
用
活
動
は
昨
年
に
比

べ
早
ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
３
月
１
日
の
採
用
広

報
開
始
は
変
わ
り
ま
せ
ん
の

で
、
そ
れ
ま
で
を
ど
う
過
ご

す
か
が
大
切
に
な
り
ま
し

た
。

　
①
企
業
を
知
る
②
自
分
を

知
る
③
筆
記
試
験
対
策
｜
｜

の
３
点
に
尽
き
ま
す
。
こ
れ

ら
の
取
り
組
み
を
就
職
部
は

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　「
企
業
を
知
る
」
た
め

に
、
２
月
に
実
施
す
る
業
界

研
究
入
門
と
３
月
に
実
施
す

る
学
内
企
業
説
明
会
を
活
用

し
て
く
だ
さ
い
。「
自
分
を

知
る
」
た
め
に
、
就
活
基
礎

講
座
リ
タ
ー
ン
ズ
を
２
月
に

実
施
し
ま
す
。
履
歴
書
・
エ

ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
対
策
を
進

め
ま
し
ょ
う
。「
筆
記
試
験
対

策
」
に
つ
い
て
特
効
薬
は
あ

り
ま
せ
ん
。
年
末
年
始
の
時

間
を
使
い
、
ま
ず
Ｓ
Ｐ
Ｉ
試

験
の
対
策
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
参
考
書
な
ど
を
就
職
資

料
室
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

齋
藤
監
督
が
講
演

教
育
学
会
大
会

　
小
・
中
・
高
等
学
校
の
教

員
を
は
じ
め
、
教
育
界
で
活

躍
す
る
卒
業
生
の
会
で
あ
る

専
修
大
学
教
育
学
会
の
第
63

回
大
会
が
11
月
22
日
、
神
田

キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
、

専
大
野
球
部
の
齋
藤
正
直
監

督
に
よ
る
講
演
、
会
員
に
よ

る
研
究
報
告
が
行
わ
れ
た
。

齋
藤
監
督
は
、
２
０
１
４
年

の
監
督
就
任
以
来
の
取
り
組

み
を
説
明
。「
選
手
を
見
切

る
の
は
簡
単
。
一
緒
に
歩
く

の
が
指
導
者
」
な
ど
部
員
と

の
接
し
方
を
話
し
、「
日
々

観
察
し
て
、
問
題
が
起
き
た

ら
対
処
す
る
。
温
か
い
目
で

見
守
る
こ
と
が
大
切
」
と
語

り
か
け
た

写
真
。

　
研
究
会
は
、
塚
島
慶
子
氏

（
平
17
法
）、
峰
尾
宣
嗣
氏

（
平
25
文
）、
大
貫
英
治
氏

（
平
24
経
済
）、
川
合
雅
美

氏
（
平
14
文
）
が
、「
教
育

の
明
日
を
語
る
〜
実
践
か
ら

語
る
教
師
の
喜
び
〜
」
を
テ

ー
マ
に
小
・
中
・
高
校
と
特

別
支
援
学
級
で
の
教
師
の
役

割
と
、
日
々
の
活
動
か
ら
感

じ
る
喜
び
を
報
告
し
た
。

　
会
計
学
公
開
講
演

会
が
11
月
17
日
、
生

田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開

催
さ
れ
た
。
会
計
学

研
究
所
（
佐
藤
文
雄

所
長
）
で
は
、
会
計

学
界
に
お
け
る
第
一

人
者
を
講
師
に
招
き

公
開
講
演
会
を
開
催

し
て
い
る
。
今
年
２

回
目
の
今
回
は
、
一

橋
大
学
大
学
院
商
学

研
究
科
の
挽
文
子
教

授
が
学
生
・
院
生
、

教
員
ら
３
２
０
人
を
前
に

「
管
理
会
計
と
企
業
会
計
基

準
」
と
題
し
て
講
演
し
た

写
真
。

　
企
業
会
計
は
そ
の
情
報
利

用
者
の
観
点
か
ら
財
務
会
計

と
管
理
会
計
と
に
大
別
さ
れ

る
が
、
挽
教
授
は
管
理
会
計

に
よ
る
報
告
と
対
外
的
な
決

算
報
告
で
あ
る
財
務
会
計
の

報
告
の
内
容
に
は
整
合
性
が

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
ア
プ
ロ
ー

チ
の
視
点
に
立
っ
て
管
理
会

計
の
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

　
講
演
で
は
、
管
理
会
計
と

財
務
会
計
と
の
有
機
的
結
合

を
重
視
し
た
経
営
が
行
わ
れ

て
い
る
三
菱
電
機
、
花
王
、

京
セ
ラ
、
村
田
製
作
所
の
事

例
を
取
り
上
げ
、
日
本
の
優

良
企
業
に
お
け
る
管
理
会
計

シ
ス
テ
ム
を
分
析
し
解
説
し

た
。（
柳
裕
治
商
学
部
教
授
）

　
商
学
部
の
50
年
を
振
り

返
る
小
史
が
刊
行
さ
れ
、

10
月
17
日
、
生
田
キ
ャ
ン

パ
ス
で
開
か
れ
た
創
立
50

周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

・
祝
賀
会
で
参
加
者
に
配

布
さ
れ
た
（
Ａ
４
判
・
１

５
５
㌻
・
非
売
品
）
。

　
商
学
部
は
ま
ず
、
商
業

学
科
が
１
９
６
５
年
に
本

学
に
誕
生
。
68
年
に
は
会

計
学
科
が
設
置
さ
れ
た
。

志
願
者
数
は
80
年
代
に
急

増
し
た
が
、
90
年
に
入
っ

て
少
子
化
の
影
響
に
よ
り

減
少
の
カ
ー
ブ
を
描
き
始

め
た
。
２
０
０
０
年
に
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
一
新
し
、

全
学
に
先
駆
け
専
門
科
目

の
セ
メ
ス
タ
ー
制
を
導

入
。
06
年
に
は
商
業
学
科

を
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
学
科

に
改
称
。
現
在
の
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
学
科
４
コ
ー
ス

制
、
会
計
学
科
４
履
修
モ

デ
ル
に
い
た
る
ま
で
刷
新

と
改
革
を
続
け
て
い
る
。

　
そ
の
あ
ゆ
み
を
通
史

編
、
資
料
・
統
計
編
に
分

け
、
教
授
会
資
料
、
年

報
、
同
学
部
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
な
ど
を
参
考
に
た
ど
っ

た
。

　
最
も
苦
労
し
た
の
は
資

料
集
め
。「
歴
史
を
体
系

的
に
記
す
資
料
の
発
行
は

初
め
て
の
こ
と
。
ど
こ
に

ど
う
い
う
資
料
が
あ
る
の

か
を
調
べ
る
こ
と
か
ら
始

ま
っ
た
」
と
通
史
編
担
当

の
川
野
訓
志
教
授
。
建
部

宏
明
教
授
も
担
当
し
、
引

退
や
中
途
で
退
職
し
た
教

員
の
協
力
も
仰
ぎ
資
料
を

収
集
し
た
。

　
資
料
編
の
後
半
に
は
商

学
部
で
活
躍
し
た
当
時
の

学
生
、
卒
業
生
、
教
員

に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た

（「
ニ
ュ
ー
ス
専
修
」
記

事
か
ら
抜
粋
）。
小
史
全

体
を
統
括
し
た
川
村
晃
正

教
授
は
「
50
年
の
軌
跡
の

中
か
ら
、
改
革
に
取
り
組

む
教
員
、
目
標
に
向
か
っ

て
努
力
す
る
学
生
や
卒
業

生
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ

取
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
」

と
話
す
。

　
佐
々
木
重
人
学
部
長
は

「
こ
の
小
史
に
よ
り
、
な

ぜ
多
く
の
挑
戦
や
改
革
が

必
要
に
な
っ
た
の
か
が
理

解
で
き
る
。
迷
っ
た
時
に

ひ
も
と
き
今
後
の
指
針
に

し
た
い
」と
語
っ
て
い
る
。

　
　
　

◇

　
小
史
は
『
専
修
商

学
論
集
』
第
１
０
１
号

（
商
学
部
創
立
50
周
年

記
念
号
、
２
０
１
５

年
７
月
）
の
中
に
も

掲
載
。
Ｓ
Ｉ-

Ｂ
ｏ
ｘ

（
専
修
大
学
学
術
機

関
リ
ポ
ジ
ト
リ
）
と

し
て
ウ
ェ
ブ
上
で
も

講
読
可
能
。

■■

■ ■

ＵＩターン就職を促進
栃木県と協定締結

採
用
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
変
更

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
川
崎
と
協
力

企
業
説
明
会
開
催

就
職
課
か
ら

商
学
部
50
年
小
史
を
刊
行

改
革
の
歴
史
た
ど
る

▲　左から川村教授、建部教授、佐々木学部長、川野教授

管理会計を解説 会　計　学
公開講演会


